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SDGsで共に創る　持続可能な行方
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）」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す

（U
N

ISD
R 2015

）。

地
域
防
災
に
お
け
る
、「
な
め
テ
レ
」
の

重
要
性

　

行
方
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
な
じ
み

の
、
な
め
が
た
エ
リ
ア
テ
レ
ビ
（「
な

め
テ
レ
」）
は
、
こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ

ル
な
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
「
仙
台
防
災
枠
組
」

の
観
点
か
ら
、
地
域
防
災
に
お
い
て
意

義
が
高
い
と
い
え
ま
す
。「
な
め
テ
レ
」

は
防
災
対
応
型
エ
リ
ア
放
送
と
し
て

２
０
１
６
年
に
開
局
、
全
国
で
も
数
例

し
か
な
い
先
進
的
な
取
り
組
み
で
す
。

そ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
各
家
庭
の
テ

レ
ビ
や
カ
ー
ナ
ビ
等
で
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
、
災
害
時
に
は
、
即
座
に
緊
急

放
送
や
デ
ー
タ
共
有
が
で
き
る
体
制
を

整
え
て
い
ま
す
。
放
送
波
の
た
め
、
災

害
時
で
も
安
定
的
に
情
報
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
、
視
聴
者
数
に
も
制
限
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
行
政
か
ら
の
情
報

発
信
の
み
な
ら
ず
、
住
民
参
加
型
の
番

組
等
を
つ
う
じ
て
、
平
時
か
ら
身
近
な

存
在
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
「
な
め
テ
レ
」
の
特
色
は
、

「
仙
台
防
災
枠
組
」
で
強
調
さ
れ
て
い

る
、
災
害
リ
ス
ク
の
理
解
促
進
、
早
期

警
戒
シ
ス
テ
ム
（
世
界
の
災
害
死
者
数

の
減
少
に
大
き
く
貢
献
）
の
整
備
、
住

民
中
心
の
予
防
的
ア
プ
ロ
ー
チ
等
と
親

和
性
が
高
い
と
い
え
ま
す
。
自
然
災
害

が
深
刻
化
す
る
世
界
に
お
い
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
な
潮
流
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
と
地
域
に
根
差
し
た
住
民
中
心
の
防

災
に
む
け
て
、
行
方
市
の
取
り
組
み
、

そ
し
て
「
な
め
テ
レ
」
の
役
割
は
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
17
回

「
仙
台
防
災
枠
組
」、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
防
災

　
　
行
方
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
茨
城
大
学
准
教
授　
野
田 

真
里　

東
日
本
大
震
災
と
「
仙
台
防
災
枠
組

２
０
１
５-
２
０
３
０
」

　

未
曾
有
の
災
害
で
あ
る
東
日
本
大
震

災
（
２
０
１
１
年
３
月
11
日
）
か
ら
11

年
が
た
ち
ま
し
た
。
復
興
は
道
半
ば
で

あ
り
、
こ
の
３
月
に
も
大
き
な
地
震
が

あ
り
ま
し
た
。
震
災
の
教
訓
を
世
界
に

共
有
す
る
た
め
、
第
３
回
国
連
防
災
世

界
会
議
（
Ｗ
Ｃ
Ｄ
Ｄ
Ｒ
）
が
２
０
１
５

年
３
月
に
被
災
地
の
仙
台
市
で
開
催
さ

れ
、
１
８
５
カ
国
の
政
府
代
表
団
を
は

じ
め
、
多
く
の
国
際
機
関
、
政
府
間
機

関
そ
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
参
加
し

ま
し
た
。「
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５-

２
０
３
０
」
は
、
そ
の
成
果
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
、
今
日
の
世
界
の
防
災
の
指

針
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
「
仙
台
防
災
枠
組
」

　
「
仙
台
防
災
枠
組
」
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

お
い
て
も
重
視
さ
れ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト

11
・
ｂ
で
は
「
２
０
２
０
年
ま
で
に
、

包
含
、
資
源
効
率
、
気
候
変
動
の
緩
和

と
適
応
、
災
害
に
対
す
る
強
靱
性
（
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
）
を
目
指
す
総
合
的
政
策

及
び
計
画
を
導
入
・
実
施
し
た
都
市
及

び
人
間
居
住
地
の
件
数
を
大
幅
に
増

加
さ
せ
、
仙
台
防
災
枠
組
２
０
１
５-

２
０
３
０
に
沿
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ

ル
で
の
総
合
的
な
災
害
リ
ス
ク
管
理
の

策
定
と
実
施
を
行
う
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
「
仙
台
防
災
枠

組
」
は
、２
０
３
０
年
に
む
け
た
グ
ロ
ー

バ
ル
な
目
標
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、

共
に
世
界
各
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
（
表
）。

　
「
仙
台
防
災
枠
組
」
の
特
徴
と
し
て
、

「
災
害
リ
ス
ク
に
対
す
る
、
よ
り
裾
野

の
広
い
、
住
民
中
心
の
、
予
防
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
」
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
た
め
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
、

国
家
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会

レ
ベ
ル
で
の
取
り
組
み
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
こ
れ
に
む
け
た
４
つ
の
優
先
事

項
と
し
て
、
①
災
害
リ
ス
ク
の
理
解 

、 

②
災
害
リ
ス
ク
管
理
の
た
め
の
災
害
リ

ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
、 

③
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

に
む
け
た
防
災
へ
の
投
資 

、 

④
効
果

的
な
応
急
対
応
に
む
け
た
準
備
の
強
化

と
「
よ
り
良
い
復
興
（Build Back 

（表）「仙台防災枠組 2015-2030」７つのグローバル・ターゲット（概略）
(a) 2030 年までに、世界の災害による死亡者数を大幅に削減する。
(b) 2030 年までに、世界の災害による被災者数を大幅に削減する。
(c) 2030 年までに、災害による直接的な経済損失を国内総生産（GDP）との関連で削減する。 
(d) 2030 年までに、重要インフラへの損害や基本サービスの途絶（医療・教育施設等）を、
　  レジリエンスの向上をつうじて、大幅に削減する。 
(e) 2020 年までに、国および地域レベルの防災戦略を有する国家数を大幅に増やす。
（f） 2030 年までに、開発途上国への国際協力を大幅に強化し、仙台防災枠組の国家計画実施に
　  むけた支援を行う。
(g) 2030 年までに、マルチハザード早期警戒システムや住民むけの災害リスク情報・評価の入手
  　やアクセス等を大幅に向上させる。


